
交通ルールを守ってね
( 「旗の波作戦」 に参加する白糠保育園児 )
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平成 30年度決算の概要

令和元年第２回臨時会

アントキノシツギ 「信号機の設置について ｣ 他２件

令和元年第３回定例会　一般質問９名

委員会の動き

町民と議会の懇談会　[ 開催案内 ]

「味そば処　三浦」 白糠いい店こんな店
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担当：建設課土木都市計画係
　　　住宅管理係
　　　企画財政課地域振興係

担当：建設課土木都市計画係
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担当：町民サービス課生活環境係
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平成 30 年度

まちのお金は
何に使った ?

PICK UP!

公共施設には ?

救急・消防には ?

消防業務の委託

消防設備の整備

生活環境には ?

し尿処理

ごみ処理

平
成
30
年
度
決
算
の
概
要

　
　

ふ
る
さ
と
納
税　

寄
附
額
32
億
円
突
破

(　           　)

町　税
9 億 5,829 万円 使用料・手数料

２億 8,329 万円

寄附金
32 億 1,696 万円

地方交付税
32 億 2,605 万円

国・道からの支出金
10 億 3,676 万円

その他
15 億 935 万円

起債 ( 借金 )
10 億 6,487 万円

平成 30 年度末基金合計　44 億 9,168 万円

歳入 歳出 差し引き

一般会計 112 億 9,557 111 億 3,636 1 億 5,921

国民健康保険特別会計 10 億 5,350 10 億 5,277 73
簡易水道及び飲用水道
供給事業特別会計

4,318 4,101 217

公共下水道事業特別会計 5 億 7,640 5 億 7,113 527

介護保険特別会計 10 億 563 9 億 8,602 1,961

後期高齢者医療特別会計 1 億 3,133 1 億 3,123 10

合計 141 億 561 139 億 1,852 ※ 11 億 8,709

表 1　【平成 30 年度各会計決算額】

○道路維持・改良舗装
　　　　４億 1,435 万円
○橋の架換・補修

　　　　２億 687 万円
○河川管理・排水路整備
　　　　１億 7,103 万円

　道路の維持については
草刈りや補修、除雪等に
かかる経費です。
　橋についてはオンネチ
カップ線１号橋の架換等
を行いました。

○公営住宅の改修費
　　　　　　2,500 万 円
○公園遊具等改修
　　　　　　7,705 万円
○各集会所の管理

　　　　　　853 万円
○その他の施設管理
　　　　　　4,473 万円

　橋北団地の屋根の葺
ふ き か

替
え等のほか、短期滞在用
として日の出団地の一部
を内部改修しました。

道路・橋・河川

の管理

施設の管理

決
算

○消防人件費
　　　　２億 5,736 万円
○事務費等　 1,736 万円
○委託管理費 2,121 万円
　本町に本部を置いてい
た 釧 路 西 部 消 防 組 合 が
平成 17 年に解散となり、
現在は常備消防の業務を
釧路市に委託しています。

○消防団等の装備更新
　　　　　　　572 万円
○消防庁舎改築事業
　　　　　　8,170 万円
　消防庁舎の移転改築に
よる地域防災拠点の整備
を図るため、基本設計等
の委託業務を実施。

○し尿汲み取り費用
　　　　　　 6,304 万円
○合併処理浄化槽補助金
　　　　　　    374 万円

　し尿の汲み取り処理の
ほか、下水道未整備地区
の世帯を対象とした合併
処理浄化槽の設置に対し
て補助金を支出しました。
※下水道を接続している
家庭等の処理分について
は、下水道会計で対応し
ています。

○ごみの収集・処理
1 億 6,328 万円

○地域環境整備助成金
　　　　　　214 万円

○環境衛生会への助成
45 万円

7 億 9,225 万円
　補 1 億 8824 町 2 億 9431
　起 2 億    470  他   1 億    500
　前年 6 億 1664

(　           　)
1 億 5,531 万円
　補　 2906     町 2286
　起 1 億 210　他     129
　前年 1 億 3737(　           　)

1 億 6,587 万円
　町 1 億 3139　他  3448
　前年 1 億 7927

(　           　)
2 億 9,593 万円
　町 2 億 9593
　前年 2 億 9154

(　           　)
8,742 万円
　補    846　町 2486
　起 5410　
　前年 4798

(　           　)
6,678 万円
　町 2909
　起    100　他 3669
　前年 6156

担当：町民サービス課生活環境係

担当：地域防災課消防調整係

担当：地域防災課消防調整係

単位：万円

平成 30 年度末起債残高  110 億    679 万円

!!

合併処理浄化槽 オンネチカップ線１号橋

春日公園遊具

▼一般会計歳入　112 億 9,557 万円

議会費　
5,593 万円

給与費
10 億 2,190 万円

総務費
37 億 7,655 万円

民生費
15 億 9,687 万円

衛生費
５億 3,385 万円

その他
122 万円

商工費
２億 1,043 万円

▼一般会計歳出　111 億 3,636 万円

農林水産業費
４億 2,798 万円

消防費
４億 1,664 万円

土木費
13 億 1,769 万円

公債費
６億 9,837 万円

教育費
10 億 7,893 万円

前年比９億 6,633 万円の増　↑人口１人当たり※約 57 万円

前年比４億 1,593 万円の増　↑人口１人当たり※約 140 万円

※この内、交付税の計算に算入される優良債がおよそ８割を占めます。

※平成 30 年度末人口 7,821 人

( ※ 1　残金については、翌年度へ繰り越しました。)
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産業振興には ?出産・子育てには ?

農業振興

林業振興

商業振興出産支援

子育て支援

医療・健康・介護には ?

医療費の助成等

教育には ?

庶路小中学校外

の改築

健康管理と介護

教育環境

スポーツ施設の管理

文化・スポーツには ?

文化活動団体へ

の助成

その他

ふるさと納税

工業用水道

人件費

八王子市との子ども交流

○郷土芸能振興会への助
　成　　　　　  44 万円
○総合文化祭等の開催
　　　　　　    131 万円
○観光地域づくり推進事
　業　　　　    350 万円

　観光地域づくり推進事
業では、アイヌ三大祭の
伝承記録の作成やアイヌ
文化体験事業、八王子市
と白糠町子ども交流事業
を実施ししました。

○寄附額 32 億 1,271 万円

　寄附額の内左記を返礼
品 代 等 と し て、 残 り の
11 億 4,517 万 円 を 町 の
基金に積み立てしました。

○釧路白糠工業用水道企
  業団負担金

 9,189 万円
　釧路・白糠工業団地へ
工業用水を供給している
企業団に対し、釧路市と
使用水量の推計按分等で
負担金を支出しています。

○議員・各委員等報酬
　　　　１億 6,120 万円
○職員給料・手当

　　　　８億 92 万円
○共済費等
　　　　２億 8,924 万円
　職員給料・手当は退職
等により年々減少してお
り、併せて共済費等も減
少したことから、前年の
人件費を下回りました。

○不妊治療費の助成
　　　　　　　171 万円
○妊産婦の交通費助成
　　　　　　　  20 万円
○母子健康手帳交付等

　　　　　　77 万円
○出産祝い金

125 万円

○保育園の運営等
　　　　2 億 565 万円

○児童館の運営等
　　　　　　3,402 万円
○保育料の無料化
　　　　　　 2,070 万円
○給食費の無料化
　　　　　　 2,048 万円
○ふれあい児童館改修事
業　　　　　 3,753 万円
　白糠保育園等の運営の
ほか、国の制度に基づき
私立幼稚園及び私立保育
園に対しても運営に必要
な支援をしました。また、
平成 30 年度より、すべ
ての子どもの保育料・給
食費を無料化しました。

○国民健康保険特別会計
　への支出 　8,669 万円
○後期高齢者医療特別会
　計等への支出
　　　　1 億 4,440 万円
○重度心身障がい者医療
　費の助成　 1,874 万円
○子どもへの医療費の無
　料化 　　　2,076 万円
○ひとり親家庭等医療費
　の助成　　    461 万円
○リハビリテーション医
　療の支出　 2,116 万円

○がん検診・基本健診等
　　　　2,285 万円

○介護保険会計への支出
　　　　1 億 7,173 万円
○保健施設の管理

　　　　441 万円
　健康診査事業のほか、
予防接種事業やがん検診
を実施しました。

○庶路小中学校の解体
　3 億 3,701 万円

○庶路幼稚園の解体
　1,796 万円

　庶路学園供用開始に伴
い、庶路小学校及び庶路
中学校の校舎・屋体を解
体しました。
　庶路こども園の開園に
伴い、平成 29 年度をもっ
て廃止となった庶路幼稚
園の園舎も、今後の利活
用が見込まれないことか
ら解体しました。

○就学の支援　569 万円
○教育環境の充実
　　　　　　3,445 万円
○白糠高校の魅力化

2,717 万円
　入学支援金として、児
童・ 生 徒 1 人 に つ き 2
～ 3 万 円 の 商 品 券 を 配
布しています。

○総合体育館やパークゴ
ルフ場等の管理

6,556 万円
○温水プールの運営

2,872 万円
○温水プールの改修事業

3,818 万円

○商工会等への補助金
　　　　2,909 万円

○しらぬか魅力発信事業
　　　　1,332 万円

○広域的な連携
　　　　92 万円

　魅力発信事業としてプ
ロモーション活動費等を
支出したほか、広域的な
連携として東京都荒川区
で地場産品の物販を行い
ました。

○新産業構築事業
213 万円

○道営草地整備事業
　　　　　　1,405 万 円
○農業振興団体協議会
　への助成　    381 万円
○農業者・集落等への
　支援            5,591 万円

○林業団体への支援
　　　197 万円

○エゾシカ被害対策
4,352 万円

○民有林の整備
　　　　　　 372 万円

○町有林の整備
　　　　 　　5,274 万円

○さけ中間育成施設・し
　しゃも人工ふ化場管理

　598 万円
○マツカワ種苗購入事業
　の支援　　    100 万円
○操業用機器の整備支援

262 万円
○荷さばき施設等の整備
　支援　 　　2,579 万円
　荷さばき施設等の改築
事業に際し、第一次産業
の振興の中心的役割を担
う白糠漁業協同組合に対
し支援をしました。

(　           　)
7,590 万円
　補 4312　町 2090
　他 1188　
　前年 8093

担当：経済課農政係

(　           　)
1 億 195 万円
　補 5222　町 3523
　起 1450
　前年 8821

担当：経済課林業係

(　           　)
4,333 万円
　補　  45　　 町 2538
　起 1750　
　前年 4354

担当：経済課商工係

水産業振興

(　           　)
3,539 万円
　町 860　他 2679
　前年７億 8044

担当：経済課水産係

(　           　)
393 万円
　補　10　　町　353
　起　30
　前年 210

担当：介護健康課健康管理係
　　　健康相談係

(　           　)
2 億 9,636 万円
　補 1 億 586 町 1 億 7865
　起　    790 他　 395
　前年 3 億 957

担当：町民サービス課保険年金係、
　　　福祉課社会福祉係・児童福祉係

(　           　)
3 億 1,838 万円
　補  9903　町 1 億 7883
　起 3700　他　       352
　前年２億 6212

担当：福祉課児童福祉係
           学校給食センター

(　           　)
3 億 5,497 万円
　補 1 億 3887　町 3630
　起 1 億 7980　
　前年 19 億 4801

担当：教育委員会管理課学校建設係

(　           　)
1 億 9,899 万円
　補　25　町 1 億 9773
　他  101　 
　前年 2 億 825

担当：介護健康課

(　           　)
6,731 万円
　補 4　　町 6727
　前年 6916

担当：教育委員会管理課学校教育係

(　           　)
1 億 3,246 万円
　町 8809　起 4420
　他　  17
　前年 8659

担当：社会教育課スポーツ推進係

(　           　)
525 万円
　町　365　起　160
　前年 547

担当：社会教育課文化振興係

20 億 6,754 万円
　他　 20 億 6754
　前年 15 億 7215

担当：企画財政課
           ふるさと納税推進係

(　           　)
9,189 万円
　町 9189
　前年 9766

担当：企画財政課企業誘致係

(　           　)
12 億 5,136 万円
　補   2488   町 11 億 5626
　他   7022
　前年 12 億 6280

担当：総務課職員係ほか

ふれあい児童館

(　           　)
庶路中学校解体の様子

漁協の荷さばき所

東京都での物販も大好評
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時臨 会
二第 回

　令和元年第２回臨時会は８月５日に１日の会期

で開催しました。　臨時会は、「釧路白糠工業団地内の産業用地」、

「旧庶路小学校跡地」の財産の処分を審議の結果、

原案のとおり承認・可決し閉会しました。

議会に足を運んでみませんか。

町民みなさんの議会です。

　         定例会開会前に役場１階ロビーで会議日程及び一般質

         問の概要を掲示しております。

         　町のホームページにも議会情報を掲載しております。

　       https://www.town.shiranuka.lg.jp/

　傍聴者へのお願い
１　帽子、オーバーコート等は
　着用しないで下さい。
２　開議中は、飲食又は喫煙は
　できません。
３　携帯の持ち込みはご遠慮ね
　がいます。
４　私語などにより議事の妨害、
　他人への迷惑をかけないよう
　にして下さい。

◆
産
業
用
地
の
売
買

　

令
和
元
年
７
月
８
日
に
食
肉
加

工
製
造
等
に
係
る
事
業
用
地
と
し

て
、
株
式
会
社
町
お
こ
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
表
取
締
役
社
長
沼
田
昭
二

氏
と
仮
契
約
し
、
６
万
４
９
３
０

平
方
メ
ー
ト
ル
、
図
１
中
①

②
を
２
０
０
５
万
円
で
売
買
、

９
万
３
７
９
３
平
方
メ
ー
ト
ル
、

図
１
中
③
を
９
３
７
９
万
３
千
円

で
売
買
。

◆
旧
庶
路
小
学
校
跡
地
の

売
買

　　

令
和
元
年
７
月
５
日
に
水
産

食
品
加
工
製
造
に
係
る
事
業
用

地
と
し
て
、
東
和
食
品
株
式
会
代

表
取
締
役
岩
田
敏
明
氏
と
仮
契

約
し
、
２
万
４
０
９
７
平
方
メ
ー

ト
ル
、
図
２
中
①
を
２
９
１
５
万

円
で
売
買
。

問
①
具
体
的
な
利
用
計
画
は
。

②
評
価
額
は
。

答
①
今
す
ぐ
工
場
の
新
設
、
増
設

す
る
と
い
う
計
画
は
な
い
。
取

得
地
は
、
駐
車
場
、
資
材
置
場

の
予
定
。

②
町
有
地
の
た
め
評
価
額
は
な

い
。

※
お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
、
新
議
員
紹
介
５
ペ
ー

ジ
の
小
野
キ
サ
議
員
の
②
抱
負

政
策
の
中
で
「
町・

制・

執
行
」
が

「
町・

政・

執
行
」
に
、
６
ペ
ー
ジ
の

福
地
議
員
の
④
白
糠
の
お
す
す

め
、
良
い
と
こ
ろ
な
ど
の
中
で

「
全・

肥・

を
投
入
し
て
い
な
い
地
で

世
界
に
伍
す
。」
の
記
載
が
あ
り

ま
し
た
が
、「
金・

肥・

を
投
入
し
て

い
な
い
地
で
世
界
に
伍
す
。」
の

誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
申
し
あ

げ
る
と
共
に
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
今
の
段
階
で
の
事
業
計
画
等
。

答
現
段
階
で
は
、、
食
肉
加
工
製

造
に
係
る
事
業
用
地
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
食
肉
と
い
う
の
は
馬
肉

の
こ
と
で
す
。
施
設
整
備
に
つ
い

て
も
、
今
段
階
で
は
、
は
っ
き
り

と
明
示
で
き
な
い
。

問
ど
の
程
度
、
肥
育
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

答
年
間
２
０
０
頭
か
ら
３
０
０
頭

を
目
標
に
加
工
を
す
る
。
１
日
最

大
で
３
頭
ぐ
ら
い
の
施
設
を
め
ざ

し
た
い
と
聞
い
て
い
る
。

財
産
の
処
分

神
明
畜
産
㈱③

神戸物産
バイオマス発電所

恋問自然
観察公園

空
港
短
絡
線

庶路 釧路市

釧白工業団地内

②①

▽図１

東和食品株式会社
上
庶
路

白糠町 釧路市

①

▽図２

スケートリンク跡地

質
疑
・
答
弁

追跡

アントキノ
　　シツギ
あの案件はどうなった？

△明治通りと道道上庶路庶路停車場線との
交差点の信号機

追
跡
①

信
号
機
の
設
置
に
つ
い

て

追
跡
②

速
度
制
限
に
つ
い
て

追
跡
③

就
学
援
助
費
の
支
給
月

を
早
め
て
は

　

過
去
の
質
問
・
質
疑
の
中
か
ら
、

あ
の
質
問
等
が
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
の
か
を
調
査
す
る

「
追
跡　

ア
ン
ト
キ
ノ
シ
ツ
ギ
」　　

　

今
回
は
、
３
件
の
質
問
を
追
跡

し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
第
３
回
定
例
会

　

富
田
議
員
の
一
般
質
問

当
時
の
質
疑
・
答
弁
（
抜
粋
）

問
庶
路
３
号
橋
が
完
成
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
明
治
通
り
は
、
一
部
未

完
成
で
あ
る
が
、
本
年
４
月
１
日

よ
り
全
線
を
通
し
て
暫
定
的
に
開

通
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
交

通
量
も
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
明

治
通
り
と
道
道
上
庶
路
庶
路
停
車

場
線
と
の
交
差
点
は
、
一
時
停
止

の
標
識
は
あ
る
も
の
の
、
車
輌
同

士
の
接
触
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

交
差
点
に
信
号
機
を
設
置
す
べ
き

と
思
う
が
伺
う
。

答
明
治
通
り
の
完
成
に
伴
い
、
交

通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
21
年
よ
り
信
号
機
の

新
設
と
、
一
時
停
止
線
の
表
示
な

ど
、
交
通
規
制
に
つ
い
て
は
釧
路

警
察
署
及
び
公
安
委
員
会
等
と
の

要
望
、
協
議
を
取
り
進
め
て
き
た
。

警
察
署
と
し
て
は
、
現
在
の
明
治

通
り
に
関
し
て
は
、
信
号
機
を
設

置
す
る
ま
で
の
交
通
量
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
今
後
、
交
通
量
等
の

変
化
を
見
な
が
ら
、
警
察
署
及
び

公
安
委
員
会
等
と
信
号
設
置
の
ほ

か
、
必
要
な
協
議
を
行
い
た
い
。

○
追
跡
の
結
果

　

平
成
31
年
１
月
30
日
か
ら
町
道

明
治
通
り
と
道
道
上
庶
路
停
車
場

線
の
交
差
点
に
信
号
機
が
設
置
さ

れ
、
子
供
た
ち
も
安
心
し
て
横
断

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
30
年
第
３
回
定
例
会

　

中
村
議
員
の
一
般
質
問

当
時
の
質
疑
・
答
弁
（
抜
粋
）

問
庶
路
宮
下
明
治
通
り
で
最
近
ま

で
数
件
の
交
通
事
故
が
あ
っ
た
。

４
月
よ
り
、
庶
路
学
園
が
で
き
て

通
学
路
に
な
っ
て
い
る
が
、
事
故

撲
滅
と
交
通
安
全
を
考
え
る
と
、

通
学
路
を
40
キ
ロ
以
下
の
制
限
に

要
請
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
交
通
量
の
増
加
に
伴
う
交
通
事

故
防
止
対
策
と
し
て
、
こ
の
沿
線

自
治
体
で
あ
る
宮
下
町
内
会
と
も

協
議
の
上
、
平
成
25
年
７
月
２
日

付
で
宮
下
地
区
の
交
通
安
全
施
設

等
の
設
置
に
つ
い
て
要
望
書
を
釧

路
警
察
署
署
長
あ
て
に
提
出
し
た
。

釧
路
警
察
署
で
は
、
道
道
上
庶
路

庶
路
停
車
場
線
の
交
差
点
に
４
点

式
の
信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
た
め
、

信
号
機
の
設
置
後
の
動
向
も
確
認

し
た
上
で
、
検
討
す
る
。

○
追
跡
の
結
果

　　

北
海
道
釧
路
方
面
釧
路
警
察
署

が
、
令
和
元
年
７
月
に
交
通
量
調

査
を
し
た
結
果
、
歩
行
者
が
少
な

く
交
通
量
も
少
な
い
。
ま
た
、
道

路
規
格
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
た

め
。「
速
度
規
制
は
で
き
な
い
。」

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

●
平
成
27
年
第
４
回
定
例
会

　

鎌
田
議
員
の
一
般
質
問

問
就
学
援
助
の
支
給
月
に
つ
い
て

は
、
事
務
処
理
要
領
に
定
め
ら
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
学
用
品
等
の

購
入
で
お
金
の
必
要
な
新
学
期
に

間
に
合
う
よ
う
に
支
給
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

前
年
度
の
所
得
を
確
認
し
た
上
で

決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
難
し
い
こ
と
だ
と
は
思
う
が
、

就
学
援
助
費
を
立
て
替
え
て
仮
に

支
給
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が

伺
う
。

答
小
学
校
又
は
中
学
校
に
入
学
し

た
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
と
し

て
、
７
月
に
支
給
を
し
て
い
る
。

３
月
以
前
の
支
給
は
、
転
出
等
で

４
月
に
な
っ
て
本
町
の
小
中
学
校

に
入
学
し
な
か
っ
た
場
合
な
ど
に
、

援
助
費
の
返
還
が
生
ず
る
と
い
う

課
題
も
あ
り
、
現
状
は
「
立
て
替

え
支
給
や
前
倒
し
で
支
給
す
る
こ

と
は
難
し
い
」
と
考
え
る
。
税
の

担
当
部
局
と
連
携
・
協
力
し
、
支

給
時
期
を
早
め
る
努
力
を
す
る
。

○
追
跡
の
結
果

　

平
成
30
年
度
入
学
児
童
生
徒
よ

り
就
学
援
助
費
の
う
ち
新
入
学
児

童
生
徒
学
用
品
費
の
支
給
月
が
２

月
と
な
り
、
新
学
期
の
学
用
品
の

準
備
に
間
に
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

待
望
の
信
号
機
が
遂
に

設
置
さ
れ
た

道
路
規
格
が
適
正
の
た

め
速
度
規
制
で
き
ず

支
給
月
が
２
月
に
入
学

準
備
に
間
に
合
っ
た
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例定 会
三第 回

　令和元年第３回定例会は９月９日に開会し、同 13

日に閉会しました。　初日は行政報告、一般質問のほか、平成３０年度

の決算認定を特別委員会に付託しました。
　２日目は補正予算と条例改正等、３日目は一部事

務組合の派遣議員が選任されました。その他４件の

議案を審議の結果、原案のとおり承認・可決し閉会し

ました。

マデ　チャンドラ　ベラタさん

◇
冬
期
間
の
除
雪
費
用
と
し

て
、
８
０
０
０
万
円
を
補
正

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
い

て
、
鉄
北
集
会
所
改
築
と
し
て

４
６
５
０
万
円
、
農
業
者
へ
支
払

わ
れ
る
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
で
４
４
０
６
万
円
、
冬
期

間
の
除
雪
費
用
で
８
０
０
０
万

円
、
白
糠
小
中
学
校
外
統
合
事
業

基
本
設
計
等
業
務
で
３
４
３
３
万

円
、
白
糠
消
防
庁
舎
地
中
熱
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
設
備
設
置
工
事
で

３
億
８
０
０
万
円
の
減
額
等
、
合

◇
生
き
活
き
し
ら
ぬ
か
日
帰

り
温
泉
事
業

問
事
業
の
日
程
と
ど
こ
の
温
泉
な

の
か
。

答
10
月
の
下
旬
を
予
定
し
、
行
き

先
の
温
泉
は
、
弟
子
屈
町
川
湯
温

泉
を
予
定
し
て
い
る
。

問
４
８
０
人
を
予
定
し
て
い
る
が
、

こ
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
何
日
か

に
分
け
て
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、

対
象
者
の
人
に
案
内
を
し
、
参
加

者
を
募
る
の
か
。

答
４
８
０
人
に
な
る
と
、
一
日
で

は
難
し
い
の
で
、
３
日
く
ら
い
に

分
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

対
象
と
な
る
方
に
通
知
し
、
参
加

を
募
る
。
参
加
者
に
再
度
、
参
加

の
確
認
を
す
る
。

(
後
日
、
日
程
は
11
月
５
～
７
日
に
決
定)

◇
鉄
北
集
会
所
改
築
事
業

問
鉄
北
集
会
所
の
備
品
関
係
、
ど

う
い
う
よ
う
な
も
の
を
揃
え
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

答
椅
子
１
０
０
脚
、
会
議
用
の
折

り
畳
み
テ
ー
ブ
ル
20
台
の
ほ
か
、

冷
蔵
庫
、
カ
ー
テ
ン
関
係
、
掃
除

機
関
係
備
品
の
購
入
を
予
定
し
て

い
る
。

◇
ア
イ
ヌ
文
化
等
の
情
報
発

信
業
務

問
ア
イ
ヌ
文
化
等
の
情
報
発
信
業

務
内
容
を
詳
細
に
。

答
国
際
放
送
の
番
組
を
制
作
し
世

界
に
向
け
て
放
送
を
す
る
内
容

で
、
し
ら
ぬ
か
三
大
祭
り
の
映
像

を
活
用
し
て
30
分
番
組
を
制
作
す

る
。
町
内
で
ア
イ
ヌ
文
化
の
体
験

が
で
き
る
と
い
う
Ｐ
Ｒ
の
番
組
を

あ
わ
せ
て
制
作
し
、
国
際
放
送
す

る
。
ま
た
、
制
作
し
た
番
組
を
Ｐ

Ｒ
用
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
も
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
意
向
、
要

望
が
ど
こ
ま
で
反
映
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答
経
済
効
果
を
生
む
事
業
も
推
進
、

推
奨
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
協

会
と
は
十
分
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

協
議
し
、
事
業
を
進
め
て
い
る
。

◇
栄
橋
通
り
改
良
工
事

　

(

２
億
３
０
４
５
万
円)

　

本
年
８
月
27
日
に
入
札
執
行
し

た
栄
橋
通
り
改
良
工
事
の
請
負
契

約
を
締
結
。

問
①
入
札
参
加
企
業
数
は
。

②
落
札
率
は
。

答
①
町
内
の
組
み
合
わ
せ
の
Ｊ
Ｖ

が
３
社
、
町
外
が
３
社
の
計
６
社
。

②
94
・
86
％

◇
「
白
糠
町
立
白
糠
保
育
園
」

及
び
「
庶
路
こ
ど
も
園
」
施

設
用
地
無
償
貸
付

問
地
目
が
山
林
と
な
っ
て
い
る
が

地
目
変
更
し
な
い
の
か
。

答
土
地
と
し
て
分
筆
を
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
分
筆
と
あ
わ
せ
て
地
目

変
更
を
速
や
か
に
行
う
。

◇
白
糠
町
公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
事
項
の

変
更

「
白
糠
町
栄
1
区
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
」が
閉
鎖
さ
れ「
逍
遥
公
園
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
」
が
新
設
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
管
理
施
設
名
称
及
び

施
設
の
位
置
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

計
９
７
９
０
万
円
を
追
加
し
総
額

１
１
８
億
７
８
７
４
万
円
と
し
ま

し
た
。

◇
白
糠
高
校
の
70
周
年
記
念

事
業

問
記
念
事
業
補
助
金
の
中
身
と
70

周
年
記
念
事
業
が
行
わ
れ
る
の
は
、

何
月
何
日
な
の
か
。

答
記
念
誌
の
事
業
費
で
、
単
価
６

０
０
円
を
５
０
０
冊
印
刷
し
、
30

万
円
の
３
分
の
１
の
10
万
円
を
補

助
す
る
。
記
念
式
典
は
、
本
年
11

月
23
日
土
曜
日
と
な
っ
て
い
る
。

◇
消
費
税
率
及
び
地
方
消
費

税
率
の
引
上
げ
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

利
用
料
金
等
11
本
の
条
例
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
10
月
1
日
か

ら
の
消
費
税
８
％
か
ら
10
％
の
変

更
に
伴
い
利
用
料
金
等
の
改
正
を

し
ま
し
た
。

(

詳
細
は
広
報
10
月
号
を
参
照)

◇
白
糠
町
印
鑑
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

住
民
票
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等

へ
の
旧
氏
の
記
載
が
可
能
と
な
り
、

印
鑑
証
明
に
も
旧
氏
を
記
載
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
印
鑑
登
録
原
票
」
お
よ

び
「
証
明
書
の
性
別
表
記
」
に
お

け
る
男
女
の
別
の
表
示
を
廃
止
し

ま
し
た
。

◇
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

　

主
に
町
民
税
、
軽
自
動
車
税
等

の
改
正
を
し
ま
し
た
。

◇
白
糠
町
保
育
の
必
要
性
の

認
定
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

用
語
の
整
理
に
よ
る
改
正
を
し

ま
し
た
。

◇
白
糠
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の

取
扱
い
を
変
更
す
る
改
正
を
し
ま

し
た
。

◇
白
糠
町
子
ど
も
の
た
め
の

教
育
・
保
育
に
関
す
る
利
用

者
負
担
額
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
で

あ
る
教
育
・
保
育
保
護
者
に
つ
き

ま
し
て
、
利
用
者
負
担
上
限
額
を

「
零ぜ
ろ

」
と
す
る
こ
と
を
新
た
に
追

加
す
る
改
正
を
し
ま
し
た
。

◇
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　

12
月
２
日
に
任
期
満
了
を
迎
え

る
教
育
委
員
会
教
育
長
に
つ
い
て
、

新
た
任
命
の
同
意
を
し
ま
し
た
。

・
川
島　

眞
澄　

氏
（
再
任
）

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

９
月
28
日
に
任
期
満
了
を
迎
え

る
教
育
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
、

新
た
任
命
の
同
意
を
し
ま
し
た
。

・
鍛
冶　

惠
子　

氏
（
再
任
）

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

　

９
月
30
日
に
任
期
満
了
を
迎
え

る
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
の
同
意
を
し
ま
し
た
。

・
後
藤　

毅
俊　

氏
（
再
任
）

◇
地
熱
資
源
調
査
の
実
施　

　

地
熱
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
を
行
う
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流
員
の

着
任

　

ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流
員
マ
デ
・

チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ベ
ラ
タ
さ
ん
が
、

８
月
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

チ
ャ
ン
ド
ラ
さ
ん
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
共
和
国
バ
リ
島
シ
ン
ガ
ラ

ジ
ャ
市
の
出
身
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
と
し
て
、
数
々
の
国
際
大
会

出
場
し
ご
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

マ
デ　

チ
ャ
ン
ド
ラ　

ベ
ラ
タ

さ
ん
着
任
あ
い
さ
つ　
（
抜
粋
）　　

　

私
は
、
こ
の
８
月
か
ら
、
す
で

に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
学
校
で
子

ど
も
た
ち
に
接
し
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
指
導
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
白
糠
町
の
子
ど
も
た

ち
は
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
こ
と
や
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
こ
と
に
興
味
を
示
し
て

く
れ
て
お
り
ま
し
た
。
多
く
の
町

民
の
皆
様
に
も
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

精
一
杯
努
力
す
る
つ
も
り
で
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

意
見
書
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
各
関
係
省
庁
等
に

提
出
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
文
は
紙
面
の
都
合
上
省

略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
意
見
書
案
第
３
号

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

提
出
先
：
衆
参
両
議
院
議
長
他

　

八
王
子
市
と
の
交
流
事
業
調
査

並
び
に
釧
路
町
村
議
長
会
主
催
に

よ
る
議
員
研
修
会
へ
の
派
遣
を
承

認
し
ま
し
た
。

◇
白
糠
町
議
会
行
政
視
察

日
時
：
和
令
元
年
11
月
15
～
17
日

場
所
：
八
王
子
市

対
象
：
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
人

　
　◇

釧
路
町
村
議
会
議
員
研
修
会

日
時
：
令
和
元
年
11
月
19
日

場
所
：
鶴
居
村

対
象
：
議
員
全
員

元
年
度
補
正
予
算

契
約
の
締
結

財
産
の
無
償
貸
付

行

政

報

告

教
育
長
の
任
命
等

意
見
書
の
提
出

指
定
事
項
の
変
更

条

例

改

正

議
員
の
派
遣

質
疑
・
答
弁

質
疑
・
答
弁

質
疑
・
答
弁



1111 10

ウォーキングマップ

高
年
齢
者
（
65
歳
以
上
）

の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

広
報
等
を
通
じ
て
、

Ｐ
Ｒ
す
る

町

山
林
大
火
災
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
の
必
要
性
に
つ

い
て

森
林
火
災
対
策
計
画

に
基
づ
き
対
応

町

し
ら
ぬ
か
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
普
及
に
つ
い
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
及
、
啓
発
を
図
る

町

議
員

澤
原　

孝
行

一 般 質 問
議員９名が 28 件 37 項目について質問しました。
※一般質問 ～ １人 90 分以内で、町長等に対して広く町政に関する説明を求めます。

１  澤原　孝行 議員 ⑪

４  中村　仁志 議員 ⑭

３  石田　正義 議員 ⑬

２  中河　敏史 議員 ⑫

５  坂本　勝雄 議員 ⑮

６  鎌田　民子 議員 ⑯

７  立石　　巧 議員 ⑰

８  折出　征清 議員 ⑱

９  福地　裕行 議員 ⑲

一般質問

８

●しらぬか健康ウォーキングの普及について　  　　　　　　　  他２件

●小・中学校の学力試験の結果について                　　　　　　  他３件

●農業の振興について　  　　　　　　　　　　　　　　　　　  他２件

●平成 30 年度白糠町エゾシカ有害駆除事業について　  　　　   他１件

●水道民営化について　　　　　 　　　　　　　　　　　　　   他２件

●国保税の住民負担の軽減について 　　　　　　　　　　　　   他３件

●町有林の風倒木について

●増養殖事業について　　　　　　　　　　　　　　　　　　    他２件

●親日国への訪問について　　　　　　　　　　　　　　　　    他４件

問
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会
に
大
勢

の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
た
。
今
後

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
健
康
づ

く
り
と
マ
ッ
プ
の
普
及
を
考
え
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
自
分
の
体
力

に
合
わ
せ
て
手
軽
に
行
え
る
こ

と
か
ら
、
健
康
づ
く
り
の
一
つ

と
し
て
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会
を
実
施
し

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
南
通
り
商
店
街
に
は
店
舗
の
前

に
ベ
ン
チ
が
設
置
し
て
あ
り
、
体

力
に
自
信
が
な
い
人
で
も
休
み
な

が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
め
る
。

商
店
街
の
賑
わ
い
や
買
い
物
に
も

つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
、
商
店
街

を
歩
く
コ
ー
ス
を
増
や
す
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

答
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
目
的
は
健
康

づ
く
り
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
店

街
を
歩
く
コ
ー
ス
を
増
や
す
こ
と

は
な
い
。

問
マ
ッ
プ
の
普
及
を
考
え
、
今
後
、

マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
新
た
な
取
り
組
み
が
な
い
か

伺
う
。

答
現
在
、
実
施
し
て
い
る
し
ら
ぬ

か
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

を
活
用
し
、
今
後
に
お
い
て
も

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会
、
健
康
ま

つ
り
で
配
布
す
る
他
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
普
及
、

啓
発
を
図
る
。

問
現
在
65
歳
以
上
の
方
が
年
金
を

受
け
な
が
ら
、
雇
用
保
険
（
高
年

齢
者
給
付
金
）
の
加
入
及
び
受
給

を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
る
が
、

町
内
で
働
き
た
い
と
思
う
高
年
齢

者
が
い
て
も
容
易
に
求
人
情
報
を

入
手
で
き
な
い
た
め
、
町
に
求
職

紹
介
窓
口
が
あ
る
と
便
利
と
思
う

が
伺
う
。

答
高
年
齢
者
の
雇
用
対
策
と
し
て

の
求
職
情
報
の
提
供
で
あ
る
が
、

小
規
模
事
業
者
な
ど
か
ら
必
要
に

応
じ
て
情
報
を
と
り
ま
と
め
、
求

職
者
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
手
法

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
周
知
が

不
足
し
て
い
る
面
も
あ
る
と
思
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
お
い
て

は
広
報
等
を
通
じ
て
、
広
く
町
民

の
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
。

「
求
職
紹
介
窓
口
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
設
置
を
す
る
考
え

は
な
い
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、

高
齢
者
生
き
が
い
事
業
団
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
募
集
の
方
法

や
内
容
に
つ
い
て
、
協
議
・
検
討

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
今
年
、
雄
武
町
で
大
規
模
森
林

火
災
が
発
生
し
た
。
白
糠
町
の
山

林
で
も
山
林
火
災
対
策
を
行
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
白
糠
市
街
に
は

東
山
公
園
か
ら
連
な
る
山
林
が
あ

り
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
住

宅
地
に
近
い
た
め
、
多
く
の
周
辺

住
民
へ
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
。

東
山
公
園
一
帯
の
大
規
模
火
災
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
の
必
要
性
が

あ
る
と
思
う
が
伺
う
。

答
本
町
に
お
け
る
山
林
火
災
の
予

防
対
策
に
つ
い
て
は
、
山
火
事
発

生
時
に
は
、
林
野
火
災
対
策
計
画

に
基
づ
き
各
関
係
機
関
が
連
携
し

て
、
そ
の
対
応
に
あ
た
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
山
林
大
火
災
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
様
が
そ

の
状
況
と
差
し
迫
る
危
険
か
ら
命

を
守
る
こ
と
を
第
一
に
行
動
し
て

い
た
だ
く
こ
と
や
、
火
災
に
対
す

る
日
頃
か
ら
の
備
え
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
、
市
街
地
で
の
火
災

に
対
す
る
備
え
も
同
様
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
気
象
状
況
等
に
よ
り
延

焼
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
町
や
消

防
機
関
は
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て

適
切
に
火
災
警
報
や
避
難
情
報
を

伝
達
す
る
の
で
、
指
示
に
従
っ
て

安
全
な
場
所
へ
速
や
か
に
避
難
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。

　

地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ

た
避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、
自
然

災
害
に
限
ら
ず
火
災
も
含
め
て
検

討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
を

す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
積
極
的
な

支
援
を
し
て
い
く
。
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全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

に
つ
い
て

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は

成
果
が
見
ら
れ
る

町

駅
舎
、
駅
前
周
辺
整
備
の

計
画
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
慎
重

に
調
整
検
討
中

町

恋
問
館
の
改
修
に
つ
い
て

早
期
に
方
向
性
を
見

出
し
た
い

町

エ
ゾ
シ
カ
有
害
捕
獲

　
　
確
認
に
疑
義
あ
り

許
容
範
囲
で
総
合
的

に
認
識
し
て
い
る

町農
業
の
振
興
に
つ
い
て

新
規
就
農
者
を
受
け

入
れ
支
援
す
る

町

議
員

中
河　

敏
史

議
員

石
田　

正
義

一般質問 一般質問

８８

問
捕
獲
し
た
エ
ゾ
シ
カ
の
写
真
が

現
地
で
撮
影
で
き
な
い
理
由
と
し

て
ク
マ
が
あ
る
い
は
危
険
な
場
所

等
と
の
こ
と
だ
が
具
体
的
な
内
容

を
伺
う
。

答
捕
獲
を
し
た
場
所
に
お
い
て
身

の
危
険
を
感
じ
た
場
合
や
そ
の

他
、
当
日
の
天
候
、
地
形
条
件
等

に
よ
り
捕
獲
場
所
で
の
撮
影
が
困

難
な
場
合
、
カ
メ
ラ
等
の
電
池
切

れ
や
故
障
、
マ
ー
カ
ー
を
す
る
ス

プ
レ
ー
の
紛
失
等
の
や
む
を
得
な

い
事
情
の
あ
る
と
き
は
認
め
て
き

た
。
本
事
業
に
お
け
る
。
確
認
事

項
に
つ
い
て
は
、
①
エ
ゾ
シ
カ
を

捕
獲
し
た
日
付
や
地
域
な
ど
を
記

載
し
た
報
告
書
、
②
エ
ゾ
シ
カ
を

捕
獲
し
た
場
所
で
撮
影
を
し
た
写

真
、
③
エ
ゾ
シ
カ
の
尻
尾
の
３
点

を
定
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
揃
っ

て
い
れ
ば
認
め
て
き
た
。

問
情
報
公
開
条
例
に
て
入
手
し
た

写
真
の
写
し
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

２
人
に
捕
獲
場
所
と
異
な
る
写
真

が
多
数
見
つ
か
る
。
１
人
目
が
10
、

11
月
80
頭
中
64
頭
、
２
人
目
が
80

頭
中
68
頭
。
12
、
１
月
１
人
目
30

頭
中
28
頭
、
２
人
目
が
30
頭
中
30

頭
。
２
、３
月
１
人
目
20
頭
中
18

頭
、
２
人
目
が
20
頭
中
20
頭
。
原

課
は
認
め
て
い
る
が
問
題
で
あ
る
。

答
町
と
し
て
は
猟
友
会
の
皆
さ
ん

と
い
ろ
い
ろ
見
直
し
て
き
た
。
シ

カ
が
駆
除
さ
れ
、
写
真
が
あ
り
、

理
由
が
説
明
さ
れ
れ
ば
認
め
る
の

が
担
当
の
考
え
。
そ
れ
で
違
う
と

言
う
な
ら
ば
、
町
は
致
し
ま
せ

ん
、
出
来
ま
せ
ん
。
町
だ
け
で
は

信
頼
で
き
な
い
話
に
な
り
か
ね
な

い
。
我
々
で
は
な
く
全
部
猟
友
会

で
行
っ
て
い
た
だ
い
て
も
異
論
は

な
い
。
農
協
と
話
し
合
っ
て
や
っ

て
い
け
る
方
向
で
行
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
念
願
し
て
い
る
。

問
捕
獲
場
所
で
写
真
が
撮
影
出
来

な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
理
由
と
し

て
、
危
険
な
場
所
が
あ
る
か
ら
、

天
候
が
、
ク
マ
が
、
カ
メ
ラ
の
電

池
切
れ
、
マ
ー
キ
ン
グ
ス
プ
レ
ー

を
忘
れ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
を
確

認
し
た
ら
分
か
る
。
危
険
な
場
所

で
捕
獲
し
た
ら
そ
こ
か
ら
上
げ
て

撮
影
す
る
。
天
候
の
悪
い
時
捕
獲

に
行
か
な
い
。
カ
メ
ラ
の
電
池
切

れ
、
マ
ー
キ
ン
グ
ス
プ
レ
ー
を
忘

れ
る
の
は
稀
で
あ
る
。
ク
マ
は
こ

の
期
間
大
部
分
が
冬
眠
期
間
中
で

あ
り
、
２
人
の
共
同
捕
獲
な
の
で

１
人
が
監
視
し
他
が
撮
影
す
れ
ば

事
足
り
る
の
で
撮
影
出
来
な
い
理

由
に
あ
た
ら
な
い
。
情
報
公
開
条

例
に
基
づ
き
入
手
し
た
エ
ゾ
シ
カ

の
捕
獲
写
真
に
は
報
告
エ
リ
ア

（
ソ
４
１
１
）
外
と
思
わ
れ
る
場

所
が
あ
っ
た
。
調
査
し
た
が
、
捕

獲
エ
リ
ア
に
は
報
告
の
背
景
が
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
。
写
真
が
報
告

エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

必
要
が
あ
り
、
出
来
な
け
れ
ば
許

可
す
べ
き
で
は
な
い
。

答
報
告
書
、
写
真
、
尻
尾
の
３
点

が
あ
れ
ば
問
題
な
い
。
エ
リ
ア
外

の
立
証
が
出
来
な
け
れ
ば
問
題
な

い
。
３
点
揃
っ
て
い
れ
ば
徹
底
し

た
調
査
は
必
要
な
い
。
そ
れ
で
も

疑
義
が
あ
る
な
ら
立
証
し
て
い
た

だ
き
、
不
正
が
明
ら
か
な
ら
ば
報

奨
金
の
返
還
、
許
可
の
取
り
消
し

な
ど
を
行
う
。

問
調
査
を
し
た
が
背
景
は
な
か
っ

た
、
現
課
は
調
査
し
た
か
。

答
調
査
し
て
い
な
い
。
や
る
必
要

は
感
じ
て
い
な
い
。
３
点
の
理
由

が
整
え
ば
、
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
れ
以
上
は
職
員
に
担
当
さ
せ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

問
町
長
は
情
報
が
あ
れ
ば
す
べ
て

公
開
す
る
と
の
こ
と
だ
が
そ
れ
で

い
い
か
。

答
３
点
で
不
正
が
明
ら
か
に
な
っ

た
ら
、
立
証
が
あ
っ
た
場
合
、
報

奨
金
の
返
還
、
有
害
駆
除
の
許
可

の
あ
り
か
た
を
検
討
す
る
。

問
２
０
１
９
年
度
全
国
学
力
テ
ス

ト
中
学
３
年
生
に
つ
い
て
語
学
力

に
力
を
入
れ
て
い
る
白
糠
町
の
結

果
は
。

答
全
国
の
傾
向
と
同
様
に
な
っ
て

い
る
。
中
学
英
語
の
諮
問
数
21
に

対
し
正
答
数
で
１
・
５
問
の
差
が

あ
る
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
増
員
し
た
こ
と

に
よ
り
授
業
の
連
携
が
図
ら
れ

「
１
、２
年
生
の
と
き
に
受
け
た

授
業
で
は
英
語
を
聞
い
て
概
要
や

要
点
を
と
ら
え
る
活
動
が
よ
く
行

わ
れ
て
い
る
。」
と
の
回
答
が
全

国
を
上
回
っ
て
い
る
。
英
語
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
成
果
が
見
ら
れ
、
こ
ん
ご
英

文
法
な
ど
の
基
礎
的
・
基
本
的
な

語
学
力
の
定
着
を
図
り
た
い
。

問
和
天
別
地
区
で
レ
タ
ス
栽
培
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
本
年
の
取

り
組
み
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
う
。

答
平
成
29
年
度
に
新
規
就
農
を
希

望
す
る
方
を
農
業
支
援
員
と
し
て

採
用
し
、
約
７
・
４
㌶
を
、
平
成

30
年
10
月
１
日
か
ら
９
年
間
賃
貸

借
契
約
し
、
町
で
借
り
受
け
、
農

業
法
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
取
り

組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
支

援
員
の
一
身
上
の
都
合
で
辞
め
て

し
ま
い
、
本
年
度
は
実
施
し
て
い

な
い
。
借
受
け
た
農
地
は
、
希
望

者
が
来
た
際
す
ぐ
取
り
組
め
る
よ

う
土
づ
く
り
を
進
め
維
持
管
理
を

し
て
い
る
。
農
地
、
栽
培
技
術
、

資
金
を
総
合
的
に
支
援
す
る
内
容

を
ウ
ェ
ブ
で
の
情
報
発
信
、
各
種

フ
ェ
ア
の
出
店
や
各
農
業
関
連
大

学
等
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
実
施
し
て
い
る
。

問
こ
の
支
援
員
に
と
ど
ま
っ
て
も

ら
う
よ
う
手
立
て
は
な
さ
れ
た
の

か
。

答
研
修
一
年
半
を
経
て
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
本
人
の
他
業
種
就
職

希
望
も
あ
り
断
念
し
た
。

問
あ
の
土
地
を
こ
の
ま
ま
に
し
て

お
け
な
い
。
就
農
希
望
が
出
な
い

時
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

答
地
権
者
の
要
望
も
含
め
賃
貸
と

言
う
事
で
今
に
至
っ
て
い
る
。
将

来
農
地
を
所
有
す
る
と
言
う
部
分

で
検
討
も
必
要
だ
が
、
町
が
購
入

す
る
の
は
法
律
上
問
題
が
あ
り
、

具
体
的
に
支
援
員
が
出
て
来
た
状

況
で
検
討
し
て
い
く
。

問
長
野
県
で
の
研
修
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

答
年
３
回
31
日
間
の
研
修
を
実
施

し
た
。
５
月
に
８
日
間
、
気
候
風

土
の
違
い
と
対
処
方
法
等
課
題
抽

出
、
畝
立
て
・
マ
ル
チ
張
り
、
育

苗
、
苗
植
等
、
６
月
に
19
日
間
、

苗
植
、
生
育
管
理
、
収
穫
作
業
を

体
験
。
３
月
は
４
日
間
で
白
糠
で

栽
培
を
前
提
に
土
造
り
や
栽
培
準

備
の
研
修
を
実
施
し
た
。

問
研
修
期
間
は
も
っ
と
必
要
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
何
か
見
直
す

べ
き
点
は
な
か
っ
た
か
。

答
長
野
県
研
修
以
外
に
も
野
菜
生

産
組
合
の
方
や
阿
寒
町
、
幕
別
町

の
レ
タ
ス
栽
培
農
家
へ
行
き
研
修

し
た
り
、
農
業
大
学
校
で
就
農
に

む
け
機
械
等
研
修
を
重
ね
た
現
状

で
あ
る
。
し
か
し
、
サ
ポ
ー
ト
的

に
足
り
な
い
部
分
も
あ
っ
た
か
と

反
省
す
べ
き
点
も
あ
り
、
そ
れ
ら

踏
ま
え
て
地
域
活
性
化
支
援
、
野

菜
農
業
全
般
に
範
囲
を
広
げ
地
元

の
受
入
れ
体
制
を
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

問
駅
舎
、
駅
前
周
辺
整
備
の
進
捗

状
況
、
計
画
内
容
を
伺
う
。

答
町
営
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
現

在
、
築
37
年
経
過
し
建
替
え
を
検

討
す
る
中
で
、
Ｊ
Ｒ
白
糠
駅
舎
も

築
50
年
で
あ
り
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
と
駅
舎
の
合
築
を
基
本
に
構
想

を
進
め
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と

慎
重
に
調
整
を
進
め
計
画
検
討
中

で
あ
る
。

問
町
民
も
大
き
な
関
心
が
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
が
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
ち
、

い
つ
の
時
期
に
具
体
的
話
し
合
い

が
持
て
る
の
か
。

答
建
物
が
ど
う
な
る
か
、
互
い
の

負
担
が
ど
う
な
る
か
、
Ｊ
Ｒ
に
も

検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
年

度
内
に
は
そ
の
方
向
性
を
見
出
し

て
い
き
た
い
考
え
で
あ
る
。

問
恋
問
館
の
改
修
計
画
と
見
通
し

に
つ
い
て
伺
う
。

答
築
後
27
年
を
経
過
し
建
替
時
期

に
あ
る
。
し
ら
ぬ
か
物
産
セ
ン

タ
ー
恋
問
館
改
築
に
関
す
る
要
望

書
が
白
糠
振
興
公
社
か
ら
提
出
さ

れ
、
施
設
規
模
、
運
営
の
在
り
方

等
、
様
々
な
課
題
が
想
定
さ
れ
る
。

建
物
の
規
模
、
資
金
調
達
、
振
興

公
社
と
の
関
わ
り
方
を
含
め
早
期

に
方
向
性
を
見
い
出
し
た
い
。

問
年
度
内
の
見
通
し
は
立
た
な
い

の
か
。

答
民
設
民
営
化
、
公
設
公
営
等
基

本
的
設
計
が
具
体
的
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

最
近
は
、
方
向
性
を
示
し
た
中

で
運
営
す
る
組
織
を
公
募
し
て
、

全
面
的
に
や
っ
て
い
く
シ
ス
テ
ム

が
多
い
。
町
も
焦
点
を
絞
っ
た
う

え
で
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

問
３
月
で
閉
店
と
な
っ
た
コ
ン
ビ

ニ
跡
地
、
地
権
者
と
協
議
し
、
有

効
利
用
で
き
な
い
か
。

答
建
物
施
設
等
を
恋
問
館
の
運
営

の
中
で
利
活
用
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
る
。

問
地
権
者
と
そ
の
よ
う
な
話
し
合

い
を
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
恋
問
館
の
方
向
性
が
見
え
な
い

限
り
無
理
だ
と
思
う
。
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白糠浄水場

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
計
画

は

町
営
球
場
の
機
能
を

移
転
し
活
用

町

防
災
備
品
に
液
体
ミ
ル
ク

の
設
置
を

今
し
ば
ら
く
そ
の
動

静
に
注
視
し
検
討

町

車
の
急
発
進
防
止
装
置
の

補
助
金
の
支
援
を

当
面
、
自
助
努
力
で

お
願
い
し
た
い

町

上
水
道
施
設
の
更
新
計
画

に
つ
い
て

計
画
的
に
更
新
を
実

施
町

庶
路
学
園
、
二
宮
像
の
鳥

の
糞
害
に
つ
い
て

周
囲
に
テ
グ
ス
を
張

り
対
策
す
る

町

学
力
テ
ス
ト
町
内
校
の
結

果
は
全
国
・
全
道
の
ど
の

位
置
に
あ
る
の
か

全
国
と
比
較
し
、
や

や
低
い
状
況

町水
道
民
営
化
の
考
え
は

町
が
健
全
な
事
業
運

営
を
行
う

町

議
員

中
村　

仁
志

議
員

坂
本　

勝
雄

一般質問 一般質問

８８

問
本
年
実
施
し
た
学
力
テ
ス
ト
で

道
内
の
小
・
中
が
全
国
平
均
を
下

回
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
町
内
校

の
結
果
は
全
国
、
全
道
平
均
点
の

ど
の
位
置
に
あ
る
の
か
、
結
果
か

ら
考
察
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答
小
学
校
は
国
語
に
つ
い
て
は
全

国
の
正
答
率
を
上
回
る
結
果
だ
が
、

算
数
は
、
全
国
の
正
答
率
よ
り
も

や
や
下
回
り
、
中
学
校
は
国
語
、

数
学
、
英
語
全
て
に
お
い
て
、
全

国
、
全
道
の
正
答
率
を
下
回
る
結

果
と
な
っ
た
。
テ
ス
ト
を
通
し
て

様
々
な
課
題
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
の
課
題
等
の
解
決
を
図
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
各
学
校
に

対
し
、
本
調
査
の
結
果
分
析
を
教

職
員
全
体
で
共
通
理
解
を
図
り
、

校
内
研
修
等
で
課
題
解
決
に
向
け

た
具
体
策
を
講
じ
た
り
す
る
よ
う

に
指
導
助
言
し
た
い
。
基
礎
的
・

基
本
的
な
学
習
内
容
の
定
着
に
課

題
を
見
ら
れ
る
児
童
生
徒
に
対
し

て
は
、
小
学
校
に
お
い
て
は
放
課

後
学
習
サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
を

図
り
、
中
学
校
は
、
放
課
後
等
に

補
充
的
な
学
習
を
推
進
し
、
家
庭

学
習
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
よ
り

一
層
教
師
の
授
業
力
の
向
上
と
同

時
に
、
子
ど
も
た
ち
の
確
実
な
学

力
の
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
の

強
化
等
を
図
る
。

問
庶
路
中
学
校
跡
地
の
利
用
計
画

に
つ
い
て
、
29
年
６
月
定
例
会
で

質
問
し
た
回
答
で
は
、
校
舎
移
転

後
も
有
効
に
活
用
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
の
検
討
と
方
向
性
を
伺
う
。

答
庶
路
中
学
校
跡
地
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、
水
は
け
や
立
地
条
件
が
大

変
良
い
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
野
球
場
と
し
て
の
整
備
を

行
い
、
老
朽
化
し
て
い
る
町
営
球

場
の
機
能
を
移
転
す
る
こ
と
で
最

大
限
に
有
効
活
用
で
き
る
も
の
と

判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、
野
球
場

以
外
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
中
に
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
取
り
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
30
年
12
月
定
例
会
で
質
問
し
た

が
、
液
体
ミ
ル
ク
も
各
自
治
体
も

設
置
す
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
い

る
。
町
と
し
て
も
災
害
時
の
備
品

と
し
て
設
置
が
必
要
と
思
う
が
見

解
を
伺
う
。

答
飲
料
水
の
調
達
が
難
し
い
場
合

も
あ
る
災
害
時
に
「
液
体
ミ
ル

ク
」
は
、
水
が
不
要
で
衛
生
的
で

も
あ
り
、
開
封
後
す
ぐ
に
授
乳
で

き
る
こ
と
で
は
、
母
親
等
の
負
担

が
減
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
か
ら
、

全
国
的
に
非
常
用
備
蓄
品
と
し
て

整
備
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
釧
路

管
内
は
、
試
験
的
に
総
量
の
一
部

を
更
新
し
、
採
用
を
検
討
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
が
、
本
町
と
し

て
は
単
価
や
賞
味
期
限
の
短
さ
等

を
鑑
み
、
製
造
メ
ー
カ
ー
が
よ
り

コ
ス
ト
が
安
く
、
日
持
ち
の
す
る

商
品
と
な
る
よ
う
改
善
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
、
今
し
ば
ら
く
そ
の

動
静
に
注
視
し
な
が
ら
、
整
備
に

向
け
て
検
討
し
た
い
。

問
高
齢
者
の
運
転
す
る
車
が
市
街

地
を
暴
走
し
、
歩
行
者
が
犠
牲
に

な
る
痛
ま
し
い
事
故
が
各
地
で
相

次
い
で
い
る
。
そ
の
多
く
が
ア
ク

セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い

に
起
因
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ

に
焦
点
を
当
て
た
対
策
が
必
要
と

思
う
。
高
齢
者
運
転
に
交
通
事
故

の
防
止
策
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る

に
は
、
後
付
け
の
安
全
運
転
支
援

装
置
の
普
及
に
か
か
っ
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。

自
助
努
力
は
必
要
で
あ
り
、
事
故

を
減
ら
す
手
段
と
し
て
は
補
助
金

に
よ
っ
て
一
人
で
も
多
く
取
り
付

け
れ
ば
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答
本
来
で
あ
れ
ば
、
安
全
な
車
を

作
る
の
が
メ
ー
カ
ー
の
責
任
で
あ

り
、
現
状
で
は
、
急
発
進
防
止
装

置
は
個
人
の
事
故
防
止
の
手
段
と

し
て
有
効
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
装
置
の
存
在
を
知
ら
な

い
方
が
多
く
い
る
こ
と
も
事
実
で

あ
り
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
Ｐ
Ｒ
す

べ
き
と
思
う
。
こ
の
装
置
を
取
り

付
け
る
だ
け
で
安
全
に
な
る
と
い

う
誤
解
を
与
え
て
し
ま
う
心
配
が

あ
り
、
高
齢
運
転
者
は
、
運
転
能

力
に
個
人
差
が
あ
り
、
自
分
の
判

断
で
急
発
進
防
止
装
置
を
必
要
と

す
る
方
は
、
自
助
努
力
と
し
て
装

着
す
る
こ
と
が
基
本
と
思
う
。
い

ま
少
し
推
移
を
見
た
い
。

問
昨
年
12
月
に
水
道
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
水
道
施
設
の
所
有
権

を
地
方
公
共
団
体
が
所
有
し
た
ま

ま
運
営
権
を
民
間
事
業
者
に
設
定

す
る
水
道
民
営
化
が
で
き
る
よ
う

改
正
さ
れ
た
が
、
町
に
民
営
化
の

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答
国
は
、
給
水
収
益
の
減
少
、
施

設
の
老
朽
化
、
技
術
職
員
の
人
材

不
足
な
ど
の
課
題
を
解
消
す
べ
く

官
民
連
携
の
推
進
と
し
て
運
営
権

を
民
間
に
設
定
す
る
仕
組
み
を
導

入
し
た
。
水
道
事
業
の
、
給
水
収

益
の
減
少
は
あ
る
も
の
の
、
技
術

職
員
の
人
材
確
保
、
更
に
は
計
画

的
な
施
設
更
新
を
取
り
進
め
て
き

た
。
水
道
は
生
活
す
る
う
え
で
欠

か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、

安
全
で
安
定
し
た
水
の
供
給
が
基

本
で
あ
り
、
万
が
一
の
災
害
時
等

の
対
応
を
踏
ま
え
、
民
営
化
の
考

え
は
な
く
、
現
行
の
体
制
で
町
が

引
き
続
き
健
全
な
事
業
運
営
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
上
水
道
事
業
が
供
用
さ
れ
て
か

ら
、
す
で
に
法
定
耐
用
年
数
を
超

え
て
い
る
施
設
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
現
状
の
対
応
及
び
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
現
在
ま
で
に
４
回
の
拡
張
工
事

を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
白

糠
浄
水
場
は
、
昭
和
52
年
よ
り
供

用
を
開
始
し
42
年
を
経
過
し
て
い

る
が
、
電
気
設
備
、
機
械
設
備
等

に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
更
新
を

実
施
し
て
き
た
。
法
定
耐
用
年
数

を
超
え
て
い
る
設
備
に
つ
い
て
は
、

浄
水
場
の
浄
水
地
配
管
設
備
（
耐

用
年
数
40
年
）、
薬
品
注
入
設
備

（
耐
用
年
数
15
年
）
が
あ
り
、
こ

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
、
３
年
度
で
更
新
を
計
画
し
て

い
る
。
水
道
管
に
つ
い
て
は
、
耐

用
年
数
40
年
で
、
令
和
４
年
度
か

ら
重
点
的
に
更
新
を
す
べ
く
、
現

行
の
料
金
体
系
を
維
持
し
た
中
で

経
営
状
況
を
見
込
み
、
資
金
が
枯

渇
し
な
い
よ
う
、
計
画
を
し
て
い

る
。
な
お
、
法
定
耐
用
年
数
を
超

え
た
設
備
で
も
支
障
な
く
使
用
で

き
る
も
の
は
、
修
繕
で
対
応
す
る

こ
と
も
あ
る
。

問
上
水
場
の
施
設
更
新
は
、
令
和

３
年
度
完
了
と
い
う
認
識
で
良
い

か
。
ま
た
管
に
つ
い
て
法
定
耐
用

年
数
を
超
え
て
い
る
も
の
も
あ
る

と
思
う
が
ど
の
く
ら
い
の
割
合
か
、

そ
の
更
新
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

答
浄
水
処
理
に
か
か
る
大
規
模
な

設
備
更
新
は
令
和
３
年
度
で
完
了

す
る
。
水
道
管
で
は
、
企
業
会
計

上
、
法
定
耐
用
年
数
は
40
年
で
、

管
路
延
長
83
㎞
の
う
ち
19
・
８
㎞

（
約
24
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
更
新
は
、
法
定
耐
用
年

数
を
超
え
て
も
、
す
ぐ
に
更
新
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な

く
、
漏
水
が
複
数
回
見
ら
れ
る
も

の
、
水
圧
低
下
を
招
い
て
い
る
物

に
つ
い
て
更
新
し
て
い
く
。

問
庶
路
学
園
か
ら
西
庶
路
市
街
地

を
見
渡
す
丘
の
二
宮
尊
徳
像
が
鳥

の
糞
害
で
見
る
も
無
惨
な
姿
で
あ

る
。
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
尊

徳
像
に
東
屋
の
設
置
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
、
考
え
を
伺
う
。

答
庶
路
学
園
の
二
宮
尊
徳
像
は
、

旧
庶
路
小
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い

た
も
の
で
、
こ
の
像
の
鳥
の
糞
害

に
つ
い
て
は
、
庶
路
学
園
の
周
辺

に
は
朝
方
や
夕
方
に
多
く
の
カ
ラ

ス
が
飛
来
し
て
お
り
、
小
高
い
場

所
に
設
置
し
て
い
る
像
に
も
カ
ラ

ス
が
止
ま
る
こ
と
が
多
い
た
め
と

考
え
て
い
る
。
町
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
尊
徳
像
に
東
屋
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
二
宮
尊
徳
の
負
薪
読

書
像
は
、
薪
を
運
ぶ
時
間
を
惜
し

ん
で
勉
学
に
励
む
姿
を
表
し
て
お

り
、
東
屋
に
囲
わ
れ
た
姿
は
、
本

来
の
勤
勉
の
象
徴
に
は
な
じ
ま
な

い
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
景
観

に
影
響
が
出
な
い
対
策
と
し
て
、

周
囲
に
テ
グ
ス
を
張
っ
て
防
鳥
対

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
今
後
は
、

地
域
、
学
校
が
定
期
的
な
清
掃
活

動
を
行
っ
た
り
、
子
ど
も
達
の
手

に
よ
る
糞
害
対
策
を
考
え
さ
せ
る

等
、
自
校
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在

を
よ
り
一
層
意
識
し
、
大
切
に
す

る
意
識
を
高
め
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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台風等による風倒木

災
害
時
に
お
け
る
避
難
対

策
は
万
全
か

安
心
安
全
の
体
制
を

構
築
し
て
き
た

町

学
校
健
診
の
結
果
に
対

し
、
各
家
庭
の
受
診
状

況
は

再
受
診
を
し
な
い
家

庭
も
あ
る

町

新
年
度
の
予
算
発
表
は
議

会
を
優
先
す
べ
き
で
は
な

い
か

慣
例
に
な
ら
っ
て
実

施
、
他
意
は
な
い

町

子
ど
も
の
国
保
均
等
割

　
保
険
税
軽
減
の
検
討
を

町
単
独
で
は
考
え
て

い
な
い
が
国
の
動
向

を
注
視
す
る

町風
倒
木
の
始
末
は
ど
う
す

る

間
伐
等
の
造
林
事
業

と
併
せ
て
進
め
る

町

議
員

鎌
田　

民
子

議
員

立
石　

  

巧

一般質問 一般質問

８８

問
所
得
に
関
係
な
く
課
せ
ら
れ
る

均
等
割
、
特
に
子
ど
も
の
数
に
応

じ
て
負
担
が
増
加
す
る
均
等
割
保

険
税
の
軽
減
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。
全
国
知
事
会
、
市
長
会
、
町

村
会
が
国
に
要
請
し
て
い
る
。

答
現
行
制
度
と
し
て
子
供
の
数
に

関
係
な
く
、
１
世
帯
当
た
り
の
国

保
加
入
者
の
人
数
に
応
じ
て
、
負

担
を
求
め
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

均
等
割
保
険
税
の
軽
減
の
検
討
に

つ
い
て
は
、
全
道
各
地
で
開
催
さ

れ
て
い
る
連
携
会
議
等
で
議
論
が

さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
時
点
で
は

町
単
独
で
の
軽
減
措
置
は
考
え
て

い
な
い
。
国
の
動
向
を
注
視
し
、

情
報
収
集
に
努
め
、
制
度
改
正
等

が
あ
っ
た
場
合
は
、
議
会
に
相
談

し
取
り
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
子
ど
も
の
均
等
割
を
全
額
免
除

し
た
場
合
の
必
要
額
の
試
算
は
。

答
平
成
30
年
度
実
績
で
18
歳
以
下

で
、
５
７
３
万
６
７
２
０
円
。

問
避
難
所
、
福
祉
避
難
所
、
在
宅

避
難
の
現
状
と
課
題
は

答
避
難
施
設
と
し
て
28
箇
所
、
福

祉
避
難
所
は
民
間
施
設
（
清
和
園

え
ぞ
り
ん
ど
う
の
里
）
を
協
定
に

よ
り
指
定
し
て
い
る
。
在
宅
避
難

に
つ
い
て
は
、
大
規
模
災
害
時
に

指
定
避
難
場
所
や
避
難
所
に
避
難

し
た
後
に
、
自
ら
の
居
宅
が
安
全

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合

に
限
り
、
居
宅
を
避
難
所
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
の

発
生
以
後
、
被
災
者
対
応
の
た
め

に
、
安
心
安
全
の
体
制
を
構
築
し

て
き
た
。
課
題
と
し
て
「
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
識
」
と
い
う
部
分
が

あ
る
。
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
い

う
思
い
か
ら
く
る
「
心
理
的
な
思

い
込
み
」
に
よ
り
、
町
が
発
令
す

る
避
難
情
報
に
応
え
て
い
た
だ
け

な
い
と
い
う
こ
と
。
避
難
情
報
が

発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
速
や
か
に

避
難
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
周
知
、
啓
発
等
、
防
災
訓
練
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。

問
災
害
弱
者
と
い
わ
れ
る
方
々
の

支
援
の
現
状
と
課
題
は

答
「
ふ
れ
あ
い
連
絡
票
」
を
整
備

し
、
各
支
援
機
関
に
提
供
し
、
地

域
に
お
い
て
は
避
難
訓
練
な
ど
官

民
で
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
一

人
の
犠
牲
も
出
さ
な
い
た
め
に

は
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
で
の
「
自

助
・
共
助
」
の
精
神
を
持
ち
、
情

報
共
有
す
る
た
め
の
「
自
主
防
災

組
織
」
の
組
成
が
課
題
。

問
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の
対
策

に
つ
い
て

答
別
室
を
設
け
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
の
国
の
指
針
が
あ
る
。
部
屋

に
限
り
が
あ
る
が
、
配
慮
に
対
し

て
は
連
絡
員
を
お
き
な
が
ら
対
応

す
る
。

問
ペ
ッ
ト
対
策
に
つ
い
て
は
。

答
ペ
ッ
ト
は
、
家
族
の
一
員
と
考

え
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、

適
宜
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
部
屋
等
の
用
意
が
出
来
な
い

場
合
は
各
自
の
責
任
に
お
い
て

ケ
ー
ジ
の
用
意
な
ど
、
準
備
を
し

て
も
ら
う
な
ど
の
啓
発
は
必
要
と

考
え
る
。

問
学
校
健
診
の
結
果
に
対
し
て
各

家
庭
の
受
診
状
況
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
の
か
。
受
診
に
結

び
つ
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
。

答
保
護
者
へ
結
果
を
通
知
し
、
医

師
、
又
は
保
護
者
が
必
要
事
項
を

記
入
し
た
も
の
を
学
校
へ
提
出
し

て
も
ら
い
受
診
状
況
を
把
握
す
る
。

実
情
と
し
て
再
受
診
を
し
な
い
家

庭
も
あ
る
と
聞
く
。

問
町
議
会
へ
の
報
告
よ
り
マ
ス
コ

ミ
発
表
を
優
先
に
し
て
き
た
理
由

は
な
に
か
。

答
就
任
前
か
ら
の
慣
例
に
な
ら
っ

て
実
施
し
て
き
た
。
他
意
は
な
い
。

今
後
は
、
新
年
度
予
算
案
の
概
要

版
の
事
前
配
付
に
つ
い
て
、
議
会

と
も
相
談
し
た
う
え
で
、
検
討
し

て
い
く
。

　

近
年
、
相
次
ぐ
台
風
等
に
よ
り

山
林
内
の
風
倒
木
が
増
え
て
い
る
。

始
末
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
だ
と

思
う
。
町
有
林
内
の
風
倒
木
処
理

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

問
①
町
有
林
内
の
風
倒
木
の
調
査

は
ど
の
よ
う
に
行
い
、
ど
の
程
度

の
被
害
が
あ
っ
た
の
か
。

答
被
害
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
台

風
等
の
災
害
発
生
後
、
職
員
に
よ

る
巡
回
や
町
有
林
野
監
視
人
、
く

し
ろ
西
森
林
組
合
の
方
々
と
被
害

状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
被
害
状
況
で
あ
る
が
、

平
成
28
年
度
に
多
発
し
た
台
風
等

に
よ
り
、
16
地
域
の
町
有
林
に
風

倒
被
害
が
見
ら
れ
る
。
総
面
積
の

約
１
・
５
％
に
相
当
す
る
約
47
㌶

が
被
害
に
あ
っ
た
。
平
成
28
年
度
、

平
成
29
年
度
に
お
い
て
風
倒
木
整

理
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
に
つ
い
て
も
、
巡
回
や
関
係
者

と
の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
速
や

か
な
対
応
に
努
め
た
い
。
地
形
的

に
入
林
が
困
難
な
所
は
ド
ロ
ー
ン

等
を
活
用
し
、
上
空
か
ら
の
確
認

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
ド
ロ
ー
ン
等
を
活
用
の
他
に
何

か
考
え
が
あ
る
か
。

答
被
害
状
況
の
把
握
の
手
法
に
つ

い
て
は
従
来
通
り
目
視
に
よ
る
調

査
、
確
認
を
推
進
し
て
い
く
。

問
②
風
倒
木
の
搬
出
を
含
め
、
ど

の
程
度
の
処
理
を
行
っ
た
か
。

答
奥
滝
ノ
上
町
有
林
や
馬
主
来
町

有
林
等
で
著
し
い
風
倒
被
害
が
発

生
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
整
理

を
行
っ
た
。
ま
た
、
他
の
町
有
林

に
つ
い
て
も
風
倒
被
害
が
見
ら
れ

て
い
る
が
、
効
率
的
な
施
業
を
図

る
た
め
、
間
伐
等
の
造
林
事
業
と

併
せ
て
年
次
的
に
整
理
を
進
め
て

い
る
。

問
風
倒
木
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

一
般
財
源
を
活
用
す
る
の
か
、
ま

た
国
や
道
の
助
成
金
を
活
用
す
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
。

答
風
倒
木
や
路
網
に
つ
い
て
の
補

助
事
業
、
森
林
環
境
保
全
整
備
事

業
等
、
補
助
事
業
を
有
効
活
用
し

な
が
ら
、
事
業
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
③
路
網
の
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

搬
出
で
き
な
い
風
倒
木
に
つ
い
て
、

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
に
よ
り

野
鼠
の
巣
と
な
り
、
被
害
が
増
え

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

答
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
間

伐
等
の
造
林
事
業
と
併
せ
て
実
施

す
る
こ
と
で
作
業
道
を
確
保
し
、

立
木
の
搬
出
を
行
っ
て
来
た
。
野

鼠
被
害
対
策
に
つ
い
て
も
、
造
林

事
業
実
施
箇
所
の
周
辺
に
お
い
て
、

野
鼠
の
駆
除
を
目
的
に
殺
鼠
剤
の

散
布
を
行
っ
て
い
る
。
放
置
さ
れ

た
風
倒
木
に
よ
る
野
鼠
対
策
に
つ

い
て
は
、
間
伐
事
業
の
中
で
鋭
意

進
め
て
い
る
。

問
野
鼠
の
散
布
の
対
策
と
し
て
は
、

年
何
回
予
定
し
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
効
能
の
方
は
ど
う
な
の
か
。

答
野
鼠
の
散
布
に
つ
い
て
は
地
区

ご
と
に
年
３
、４
回
予
定
し
て
い

る
。
今
後
に
お
い
て
も
地
区
を
選

定
し
て
、
森
林
組
合
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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漁
業
振
興
基
金
に
つ
い
て

基
金
の
積
戻
し
は

し
な
い

町

町
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
に
つ
い
て

施
設
整
備
に
係
る
年

次
計
画
案
を
策
定

町

役
場
中
、
同
じ
カ
レ
ン

ダ
ー
は
何
だ

使
い
勝
手
の
良
さ
か

ら
町

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
を

設
置
に
向
け
て
取
り

組
む

町町
外
か
ら
来
た
方
の
熱
意

を
活
か
せ

発
表
の
場
の
確
保
に

も
意
を
用
い
る

町

バ
ス
の
利
用
料
、

100
円
に

協
議
会
に
相
談
し
、

総
合
的
に
検
討

町

不
漁
対
策
を
急
げ

増
養
殖
事
業
が
具
体

化
し
た
時
点
で
積
極

的
に
支
援
す
る

町外
遊
の
成
果
を
活
か
し
て

機
会
あ
る
ご
と
に
話

し
た
い

町

議
員

折
出　

征
清

議
員

福
地　

裕
行

一般質問 一般質問

８８

問
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業

に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
不
漁
に
見

舞
わ
れ
、
漁
業
者
は
勿
論
の
こ

と
、
漁
協
の
運
営
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
昨
年
、
70

年
ぶ
り
に
漁
業
法
の
改
正
に
よ
り

民
間
企
業
が
漁
業
に
参
画
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国

各
地
で
民
間
企
業
に
よ
る
展
開
し

始
め
る
中
、
我
が
町
も
思
い
切
っ

て
民
間
の
力
を
借
り
な
が
ら
「
獲

る
」
漁
業
か
ら
「
つ
く
り
育
て
る
」

漁
業
と
し
て
増
養
殖
事
業
を
陸
上
、

海
上
を
含
め
、
検
討
す
べ
き
時
期

に
来
て
い
る
と
思
う
が
考
え
を
伺

う
。

答
町
の
第
一
次
産
業
の
中
核
を
担

う
漁
業
は
、
町
の
発
展
を
支
え
て

き
た
主
要
産
業
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
サ
ケ
の
中
間
育
成
事
業
や
し

し
ゃ
も
の
人
口
ふ
化
事
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
タ
コ
産
卵
礁
・

漁
礁
の
整
備
な
ど
の
推
進
に
よ
り

水
産
資
源
の
維
持
増
大
に
努
め
て

き
た
が
、
近
年
の
不
漁
に
よ
り
か

つ
て
経
験
の
な
い
よ
う
な
厳
し
い

状
況
下
に
あ
る
。
漁
協
で
は
、
安

定
的
な
漁
獲
確
保
を
図
る
た
め
に
、

漁
獲
量
を
自
主
規
制
等
を
行
い
水

産
資
源
の
確
保
に
努
め
て
い
る
が
、

現
在
の
よ
う
な
「
獲
る
」
漁
業
だ

け
で
は
先
行
き
が
不
安
で
あ
る
こ

と
は
十
分
認
識
を
し
て
お
り
、
漁

業
法
改
正
を
契
機
に
、
民
間
企
業

の
力
を
借
り
た
増
養
殖
事
業
に
も

取
り
組
む
時
期
に
来
て
い
る
と
判

断
し
て
い
る
。
漁
業
者
自
ら
の
取

り
組
み
、
漁
業
者
が
民
間
企
業
の

力
を
借
り
て
の
取
り
組
み
、
民
間

企
業
に
よ
る
取
り
組
み
、
前
浜
だ

け
で
は
な
く
陸
上
で
の
事
業
の
可

能
性
が
具
体
化
し
た
時
点
で
、
積

極
的
に
支
援
を
し
た
い
。

問
漁
協
で
も
増
養
殖
事
業
に
つ
い

て
協
議
し
始
め
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
漁
業
者
、
後
継
者
を
含
め

現
時
点
で
の
協
議
検
討
内
容
は
。

答
一
部
の
漁
業
者
の
中
で
は
、
漁

協
施
設
内
・
地
域
内
で
既
存
魚
介

類
を
中
間
育
成
し
て
そ
の
後
、
完

全
養
殖
に
繋
げ
た
い
と
の
意
見
や

外
堤
防
内
を
仕
切
っ
て
既
存
魚
介

類
の
増
養
殖
も
検
討
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。

問
漁
業
振
興
上
、
貴
重
な
財
源
で

あ
る
漁
業
振
興
基
金
は
、
ピ
ー
ク

時
の
５
億
円
か
ら
現
在
は
２
億
円

を
割
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
、
天
蓋
施
設
の
建
設
や
漁
港
施

設
の
改
修
等
大
型
事
業
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
漁
業
振
興
基
金
の
活

用
が
増
え
て
く
る
と
思
う
が
原
資

の
積
戻
し
も
含
め
、
漁
業
振
興
基

金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
を
伺

う
。

答
漁
業
振
興
基
金
は
、
平
成
７
年

に
締
結
さ
れ
た
庶
路
ダ
ム
建
設

に
関
わ
る
協
定
の
規
定
に
基
づ

き
、
町
と
漁
協
と
の
間
で
締
結
さ

れ
た
付
属
協
定
に
よ
り
、
水
産
資

源
の
保
全
と
増
大
に
資
す
る
た
め

に
必
要
な
事
業
へ
活
用
す
る
基
金

と
し
て
５
億
円
を
創
設
し
、
そ
の

利
子
を
庶
路
川
し
し
ゃ
も
ふ
化
場

の
施
設
運
営
費
等
に
充
て
る
果
実

運
用
型
基
金
と
し
て
活
用
し
て
き

た
。
し
か
し
、
平
成
23
年
に
漁
協

か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
沿
岸
漁
業

の
振
興
に
資
す
る
必
要
な
事
業
に

原
資
を
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
崩

し
型
基
金
と
し
て
条
例
改
正
を
行

い
、
漁
協
と
の
協
議
の
中
で
適
切

な
運
用
を
図
っ
た
。
し
た
が
っ
て

こ
の
基
金
の
原
資
に
つ
い
て
は
積

戻
し
す
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で

は
な
い
。
今
後
に
お
け
る
漁
業
振

興
に
つ
い
て
は
漁
協
と
の
協
議
の

中
で
、
出
来
る
限
り
の
支
援
を
す

る
。

問
我
が
町
の
今
後
に
お
け
る
少
子

高
齢
化
の
現
状
を
踏
ま
え
た
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
あ
り
方
を
将
来
構

想
の
中
で
順
次
整
備
し
て
い
く
た

め
に
、
５
０
０
万
円
の
予
算
計
上

を
し
て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
基
本
調

査
業
務
を
行
っ
た
が
、
そ
の
調
査

内
容
・
調
査
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
将
来
を
見
据
え
た
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
配
置
や
あ
り
方
、
有
効
活
用

に
つ
い
て
検
討
が
必
要
と
判
断

し
、
白
糠
町
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
基

本
調
査
を
実
施
。
調
査
内
容
は
安

全
性
・
機
能
性
・
経
済
性
・
耐
震

性
・
利
用
状
況
を
調
査
し
、
利
用

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
こ

の
結
果
に
よ
り
施
設
整
備
に
係
る

年
次
計
画
案
を
策
定
し
た
。
本
年

度
、
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
意
見

を
伺
い
、
年
次
計
画
を
決
定
す
る
。

問
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
人
数

と
内
容
は
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、
利
用

頻
度
・
利
用
時
間
・
利
用
目
的
・

交
通
手
段
・
施
設
の
改
善
点
等
を

町
内
全
施
設
の
利
用
者
を
対
象
と

し
、
３
５
０
票
の
回
答
を
頂
い
た
。

問
移
民
政
策
に
則
り
北
海
道
か
ら

ブ
ラ
ジ
ル
・
パ
ラ
グ
ア
イ
に
移
住

し
、
開
拓
の
苦
労
を
さ
れ
た
方
々

を
慰
問
・
激
励
す
る
慶
祝
団
の
一

員
と
し
て
参
加
さ
れ
た
。
絶
大
な

両
親
日
国
に
赴
き
人
生
観
も
変

わ
っ
た
の
で
は
、
と
期
待
も
す
る

が
、
貴
重
な
経
験
を
町
民
、
特
に

青
少
年
に
還
元
す
べ
き
で
あ
る
。

答
両
国
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
、
ま
た
、
先

駆
者
が
両
国
の
国
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
に
多
大
な
役
割
を
果
し
て

日
本
と
の
交
流
の
礎
と
な
ら
れ
た

こ
と
に
深
い
尊
敬
と
感
謝
の
念
を

覚
え
た
が
、
機
会
あ
る
ご
と
に
話

を
し
た
い
。

問
道
民
、
そ
し
て
町
民
も
自
信

と
誇
り
を
失
い
か
け
て
い
る
が
、

し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
、
大
事

で
あ
る
。

答
町
広
報
紙
を
活
用
す
る
。

問
些
末
な
こ
と
も
し
っ
か
り
で
き

な
け
れ
ば
大
局
観
に
立
つ
町
政
・

ま
ち
の
再
興
な
ど
覚
束
な
い
が
、

庁
舎
内
に
一
つ
の
会
社
の
カ
レ
ン

ダ
ー
が
異
様
に
掲
示
さ
れ
て
い
る

何
の
思
惑
か
。

答
使
い
勝
手
の
良
さ
か
ら
。

問
熱
心
な
社
長
で
あ
る
こ
と
は
十

分
承
知
も
し
て
い
る
が
、
利
害
関

係
の
あ
る
取
引
業
者
で
あ
る
。
社

会
通
念
上
も
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
。

答
27
ヶ
所
だ
が
、
配
慮
に
欠
け
た
。

今
後
は
十
分
意
を
用
い
る
。

問
犬
を
自
由
に
走
り
ま
わ
ら
せ
た

い
と
の
思
い
が
強
く
寄
せ
ら
れ
る

が
、
町
有
地
に
設
置
で
き
な
い
か
。

答
場
所
や
規
模
、
ま
た
要
望
な
ど

の
整
合
性
を
検
討
し
、
設
置
に
向

け
て
取
り
組
む
。

問
高
齢
者
へ
の
癒
し
の
場
の
提
供

や
交
流
人
口
増
に
よ
る
賑
わ
い
の

創
出
に
も
つ
な
が
る
。
土
地
は
余

る
ほ
ど
あ
る
し
、
事
業
費
も
問
題

な
い
。
ま
た
管
理
も
難
し
く
な
い

の
で
本
町
と
西
庶
路
に
。

答
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
慎
重
に
検
討
す
る
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
や
地
域

活
性
化
支
援
員
、
並
び
に
Ａ
Ｌ
Ｔ

が
活
躍
さ
れ
て
い
る
が
、
町
民
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る

た
め
に
も
発
表
の
場
を
設
け
る
べ

き
で
あ
る
。

答
よ
り
多
く
の
町
民
に
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
情
報
発
信

に
努
め
る
と
共
に
、「
発
表
の
場
」

の
確
保
に
も
意
を
用
い
る
。

問
国
の
交
付
金
で
安
く
使
え
る
労

働
者
と
み
な
し
て
は
い
な
い
か
。

崇
高
な
使
命
感
を
持
っ
て
就
い
て

も
役
場
組
織
の
中
で
埋
没
・
挫
折

し
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
今
後
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
意
思
の
疎

通
と
交
流
を
図
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。
全
国
的
な
課
題
だ
が
、
偏

に
使
い
方
と
意
思
の
疎
通
に
懸
か

る
。

答
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
反
省
し

て
い
る
。
町
民
上
げ
て
支
援
し
て

い
た
だ
け
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も

努
め
、
反
省
点
を
踏
ま
え
執
り
進

め
る
。

問
町
外
居
住
者
は
何
名
か
、
い
る

と
す
れ
ば
は
も
っ
て
の
ほ
か
。

答
15
名
が
活
躍
中
。
町
外
居
住
者

は
２
名
。

問
町
営
バ
ス
の
利
用
実
績
は
。

答
平
成
30
年
度　

白
糠
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
１
７
０
７
人
、
庶

路
・
西
庶
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

３
２
３
４
人
、
茶
路
沢
予
約
制
バ

ス
１
６
５
２
人
、
庶
路
沢
予
約
制

バ
ス
79
人
。
計
６
６
７
２
人
。

問
70
歳
以
上
の
利
用
割
合
と
収
支

内
訳
は
。

答
８
割
ほ
ど
。
利
用
料
合
計

89
万
７
１
７
０
円
。
運
行
委
託
料

は
、
１
９
８
８
万
８
４
２
９
円
。

問
高
齢
化
率
を
鑑
み
る
と
き
、
孤

独
が
大
き
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

特
に
わ
が
町
は
ま
す
ま
す
人
口
が

減
り
高
齢
化
率
も
上
が
る
が
、
外

出
し
、
ふ
れ
合
う
機
会
を
増
や
す

こ
と
が
生
き
が
い
に
も
つ
な
が
る
。

70
歳
以
上
の
町
民
の
利
用
料
を
一

律
１
回
１
０
０
円
に
で
き
な
い
か
。

答
毎
年
開
催
す
る
協
議
会
で
相
談

す
る
。

問
特
に
遠
隔
地
の
１
回
５
０
０
円

は
高
い
し
、
車
の
免
許
証
返
納
の

こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

答
総
合
的
に
検
討
す
る
。
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委員会の動き

ＪＲ古瀬駅

委 員 会 の 動 き

　総務文教・産業厚生両常任委員会　８月２６日　

白糠小学校移転計画に関すること

○白糠小学校移転計画の取り組み状況等について
　台風や局地的な豪雨等の発生により茶路川増水、
氾濫の危険から白糠小学校に通学する児童の安全
を確保することを最優先に考え、白糠小学校と白糠
中学校を統合し、小中学校の一体型校舎において
９年間の連続性や系統性を高める小中一貫教育を
推進していく。また、幼保・小・中の連携がより重
要であり、スムーズに取り組める一体型施設がこど
も達にとって最適な教育環境であることから、新た
な認定こども園につきましても統合校舎に併設する。
≪今後のスケジュール≫
　今年度中に
・白糠小中学校統合事業と新たな認定こども園の

認定こども園等の民営化に関すること

○認定こども園等の民営化について
　前回、全員協議会で民営化についてのスケジュー
ルが示されているのでその経過を調査いたしました。
・民間事業者への公募を実施
・民間事業者の面接審査を実施し７月３日に決定
・予備協定の締結（８月１日締結）
・基本協定の締結の事務を執り進め中
・財産無償貸付を９月定例会で議案の上程

　産業厚生常任委員会　１０月９日

第一次産業の振興・発展に関すること

○新規就農対策の現状と今後の取り組みについて
　新規就農者向けの支援制度創設内容、新規就農
希望者の現在までの募集方法と今後の募集方法の
確認をし、問い合わせ件数などを確認した。

【議員からの質疑】
問 12 月 30 日募集締め切りの地域おこし協力隊員
の今現在の応募状況は。
答２名 ( 男女各１名 ) の応募があり、１次選考を通
り２時面接後に本人からの事態の申し出があり採用
に至らなかった。
○マツカワ放流事業の概要と実績について
　マツカワ魚種は乱獲により漁獲が激減し釧路管
内漁協と沿岸自治体で組織する釧路管内栽培推進
協議会が、種苗を購入し放流事業を実施している。
放流をしてからは、管内の漁獲量は 16ｔ前後で推
移していることを確認した。

新築を含めた基本設計委託
・近隣の避難場所の実施設計
・避難路整備等の実施設計
令和３年度
・白糠小中学校の統合事業、新たな認定こども園
の建設に着手。

【議員からの質疑】
問一番怖い、津波対策をどうされるのか。
答大津波、巨大地震が発生した場合の大津波の対
応は、今回整備をする避難場所で対応する。

・３月定例会で条例改正・廃止の議案の上程
・４月より民間事業者による運営開始

【議員からの質疑】
問白糠の園児が大変恵まれた環境の庶路こども園
に行くんではないか、ということも懸念されるが。
答白糠地区の方は、仕事が釧路の方にされている方
ということで認識しております。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

しらぬか物産センター恋問館の改築に関す

ること

○現時点における道の駅改築構想について
　 今後の施 設 等 整 備における事 業 方 式について、
次の４つがあります。
①公設公営方式…町が財源確保から施設の設計・
　建設、運営等のすべてを行う方式。運転業務を
　民間に委託する場合も含む。
②公設＋長期包括委託方式…運営に関しては民間
　事業者に複数年にわたり委託する方式。
③公設民営方式…町が資金調達をし、施設の設計・
　建設、運営等を民間事業者に包括的に委託する
　方式。
④民間民営方式…民間事業者が資金調達をし施設
　の設計・建設、運営を行う。
　この４つの方式で、先進的な道内の道の駅を参
考に検討することを確認した。

　新任議員研修会　７月９日、10 日

　議会広報研修会　8 月19 日、20 日

　 本 年度、 議 会 議 員に当 選した 新 任 議 員２名が、
７月９日に札幌市第２水産ビルにおいて北海道町村
議会議長会主催の研修会に参加しました。議員の
基本使命、会議原則、会議の進め方、請願・陳情
の取り扱いなど、新任議員としての基 本的な事項
や心得について研修した。また、議員の福利制度、
公務災害補償制度などの説明を受けた。

　８月20日に札幌市ポールスター札幌で「月刊総務」　
豊田編集長を講師として、議会広報研修会が開催
され広報・調査特別委員会委員３名が出席いたしま
した。
　「読者目線で親切な広報誌を作るには　～手に取
られ、読まれ、行動に結びつけるには～」をテーマ
として、議会広報紙を読んでいただくためには専門
用語の羅列をしない、全部載せようとしない等の紙
面作成についての研修を受けた。

　新任議員の所感（抜粋）
　議員の基本使命として、住民の代表者であるこ
とを念頭に、意思研究をして、感情に走らず、冷
静に議論し、議会の公務を優先に出席義務を果
たし、議会規則を守り、研修で学んだことをこれ
からの議会運営と議会活動に活かします。

　議員協議会　9 月13 日

ＪＲ古瀬駅の廃止について

○ＪＲ古瀬駅の廃止について（町長より報告）　
　ＪＲ北海道が全道的に色々な見直しをしている。
正式には 10 月に、乗降客が非常に厳しい駅につい
て、廃止の方向で協議している。
　ＪＲは、毎年一回調査を決められた区間の中で、
実施し、古瀬の駅については、乗降客、定期券も
30 年度は０件ということで地域の方が利活用してい
る状況が現状では見受けられない。ＪＲ北海道とし
て、古瀬駅を廃止という方向で、執り進めをしたい
というお話でした。

【議員からの質疑】
問駅舎がなくなった場合には、手前の踏切は、どう
なる。
答踏切をなくすというお話は聞いてません。
問古瀬駅も秘境の駅としての注目度も相当上がっ
ている。ＪＲに交渉して、モニュメントというの

か、何かのかたちを残していただきたい。
答 JR 北海道から正式な話があった時には、イベ
ント的な事やモニュメント的な事も含めて、検討
していきたい。

所管事務調査

所管事務調査



23 22

お申し込み・お問い合わせ

当日スケジュール
6:00　受付
6:30　開会
　　　・主催者挨拶
　　　・趣旨説明
6:40　地域の意見交換
7:40　出前懇談会説明
8:00　閉会

　議会では、町民の皆さんと地域の課題について、今後の議会活
動に役立てながら、町民と協働のまちづくりを進めるため懇談会
を開催します。

開催方法・要件
申込／懇談したいテーマがありましたら、開催希望日の２週間前
　　　までにお申し込みください。
　　　テーマに応じて右記の分科会が、希望する日時・場所に伺
　　　います。ただし、議会期間中はご遠慮願います。
対象／町内在住で５人以上出席見込みのある任意の団体やグループ
　　　です。
進行／懇談会の進行は、申込者がお決めいただいても結構です。

「みなさまの声」 を聞かせてください

町民と議会の懇談会

●庶路・西庶路市街、庶路沢の住民
と　き／ 11 月 8 日 金  午後６時 30 分
ところ／西庶路コミュニティーセンター　１階研修室

●白糠市街、茶路・和天別沢の住民
と　き／ 11 月１４日  木  午後６時 30 分
ところ／社会福祉センター　２階研修室

「みなさまの声」 を聴きに伺います

議会の出前懇談会

　議会では、議会との懇談を希望される団体やグループがいつでも、
どこでも懇談できるように出前懇談会を開催します。

白糠町議会事務局　〒 088-0392　白糠町西 1 条南 1 丁目 1 番地 1

議会改革・活性化特別委員会組織

産業・厚生
分　科　会

総務・文教
分　科　会

広報・広聴
分　科　会

議 会 運 営
分　科　会

（防災・教育・その他） （産業、民生福祉）

（議会運営） （議会だより）

※各町内会にもご案内を差し上げてます。

●電話：01547(2)2171( 内線 303)　　　● FAX：01547(2)4659　

●メール：giji@town.shiranuka.lg.jp　（件名に「議会の出前懇談会申込み」と記載願います。）
●申込用紙　　白糠町ホームページから入手できます。（郵送でも受付けます。）

議会の出前懇談会については、FAX・メールでも申込みできます。

※本委員会では、４つの分科会を組成しております。

委員会の動き

占冠村議会議員

議 会 改 革 ・ 活 性 化 特 別 委 員 会

済

　議会改革・活性化特別委員会　８月５日、 １０月９日

　８月５日の本委員会では議会運営分科会から提出さ
れた提言書（案）を本委員会で審議し、本委員長よ
り議長をとおして町に対し提言書を提出いたしました。
提言・町からの回答内容（抜粋）は下記のとおりです。

提言１　新年度予算提案説明の簡略化について

　新年度予算は、所管の部長が長時間かけて説明後、
予算審査特別委員会を開会し審査をしている。
　予算審査特別委員会の審査の充実を図るため、本
会議での提案説明は総括説明に留めるなど簡略化に
努め、予算書の補足説明程度の資料を提供するよう
検討されたい。
答新年度予算に向け、説明の簡略化、審査の充実の
ため、説明の方法、提出資料のあり方などを含め調
査検討する。

提言２　決算審査特別委員会の運営について　

　９月定例町議会の会期を延長し、会期中に集中し
て効率的に決算審査特別委員会を開会し審査するこ
とで、執行機関においても現年度の業務の遂行及び

提言３　旅費条例の見直しについて

　昨今の訪日外国人観光客の増加に伴い、宿泊料金
が高騰している。道内外のホテルでは旅費条例に規
定する宿泊料金では不足し、規定料金内のホテルを
予約することも難しい。今後、消費税増税及び宿泊
税導入などを見据え、旅費条例の宿泊料金見直しが
必要と思われるので検討されたい。なお、検討にあたっ
ては、地域によって低額なホテルも存在することから、
現状に見合った宿泊料金体系も必要と考える。
答早期実施に向け調査、検討する。

　　行政視察の受け入れ
○７月１７日、厚沢部町議会
　 ・義務教育学校「白糠町立庶路学園」について
○８月 23 日、茨城県つくば市議会つくば市政クラブ
　 ・移住体験「ちょっと暮らし」について
○ 10 月１日、占冠村議会
　 ・「ふるさと納税」について
　 ・「小水力発電の水素利用」について
○ 10 月 10 日、神奈川県清川村議会
　　　　　　　 総務文教 ･ 企画振興常任委員会
　 ・義務教育学校「白糠町立庶路学園 )」について

○ 10 月 11 日、幕別町議会
　 ・「庶路こども園」について
　 ・「太陽の手子育て支援事業」について

　

新年度予算の早期検討が図られることから、会期の
日程調整を検討されたい。
答９月定例町議会会期中に決定審査特別委員会の審
査を、令和元年９月９日から９月１７日までの日程で調
整願をお願いしたい。
　第３回定例会会期中に決算審査特別委員会を設置
し、平成 30 年度決算を審議し、本定例会で可決さ
れました。詳しい内容は、２ページからの平成 30 年
度決算をご覧ください。

町へ提言書提出

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

　１０月９日の本委員会では広報・広聴分科会から町
民と議会の懇談会開催の原案が提出され、開催日時、
場所、対象地域、周知方法が審議され左記のページ
とおり決定した。また、議会の出前懇談会の内容に
ついても併せて決定した。
　各分科会から取り組み状況の報告後、提案事項が
提出され可決された。

≪提案事項≫
●議会運営分科会
　予算・決算審査特別委員会の正副委員長を全議員、
( 議長を除く )　による順番制にすることについて
●広報・広聴分科会
　会議録のホームページへの掲載について
※上記２案については、実施する方向性で次回委員会
で詳細を協議する。
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あとがき

　今号の表紙は、「旗の波作戦」に参加した
園児と児童です。秋晴れのなか車がとおるた
びに一生懸命に交通安全の小旗を振りドライ
バーの皆様に交通安全を呼びかけました。子
どもたちの笑顔を守るため、交通ルールを守
りましょう。

今号の表紙

　今号でご紹介するのは、江戸東姉妹店の「味
そば処三浦」さんです。
　お昼時には、サラリーマンの方が、週末に
は家族連れの方、最近では、女性だけのお客
さんも増えています。忙しい時間帯にはパー
トさんも雇っていますが、店主のお母さんと
の二人でお店を切り盛りしております。
　店内はテーブル席、カウンター席、座敷が
ある店構えです。
　蕎麦は、クロレラを練りこんだ緑色のお蕎麦
で、滑らかな食感で喉越しも抜群です。揚げた
ての大きな海老天が魅力の「天ざる」や３月ま
での季節限定で、ぷりぷりした大きな牡蠣が 5
個も入った「牡蠣そば」がオススメです。
　定番の蕎麦の他、丼物まで楽しめる同店へ、
ぜひ一度足を運んでみてください。
　来店できない場合でも出前も行っています。

●住所： 白糠町東２条南２丁目２番地９
●電話：（２）２７７７
●営業時間：11 時 00 分～ 19 時 00 分
　準備時間：15 時 00 分～ 17 時 00 分
　　　　　　　　　　　　　　（月曜定休）

白糠いい店
　　　こんな店

【おしらせ】味そば処　三浦さんからのご提供 ～ 2 名以上
のご来店での注文の際「議会だより見たよ」で、おいなり
さんをサービス。（本年 11 月 25 日迄。お一人様一回限り）

▲店主の三浦輝之さん

味そば処　三浦　

　議会改革・活性化特別委員会の各分科会は協
議事項の具体的検討に入りました。
　広報・広聴分科会においては「町民と議会の
懇談会」を提案し、町民との対話を大切にして
参りたいと考えております。「議会だより」も
議会活動を広く知っていただくため、手に取っ

て 見 た く な る
よ う、 表 紙 に
は 町 民 の 笑 顔
等、 感 動 を 与
え る 知 恵 を 出
して参ります。
　 皆 様 か ら の
声 を お 待 ち し
ております。　　

( 小野）
議会だより校正の様子


